
 

 

２年生   実践事例    

「みんなで行こうよつかおうよ」 

 

指導目標 ◎地下鉄の役割や工夫に関心を持ち、安全に気を付けて利用することができる。 

◎地下鉄に乗って、校外にある施設を見学し、ルールやマナーを守って公共施設を利

用すると自分たちの生活が楽しく豊かになることに気付くことができる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

地下鉄の乗り方降り方、マナー等を学ぶことで、地下鉄をより身近に感じられるよう
になる。 
校外学習カリキュラムにあわせ、実際に地下鉄に乗り、学んだことを実践する。 
地球温暖化と交通には関係があることを知り、地下鉄等の公共交通利用が環境を守る
事にもつながることが理解できる。 

対象学年 ２年生   

対応教科 生活科 ※道徳でも対応可能 

標準校時 ８コマ   

学習構成  

１．地域の施設や公共交通機関 

２．地底の森ミュージアムに行く計画を立てよう 

３．地下鉄のよさについて考えよう 

・地域の施設や公共交通機関について知っていることや、もっと知りた

いことについて話し合う。 

・施設の位置と交通手段を考え、地下鉄で行くことができることを確認

する。 

・地下鉄の利用のしかたやマナーやルール（並び方、優先席の意味など）

を知る。 

・地下鉄の車両や車内のようす、特長を知る。 

・たくさんの人が乗れる乗り物が地球にやさしい訳を考えることで、公

共交通利用が環境にも良いことを理解する。 

４．地下鉄に乗ってミュージアムに行こう 

・実際に、地下鉄に乗ってミュージアムに行く。 

・ミュージアムで人やものを発見する 

５．みんなに伝えよう 

・地下鉄やミュージアムで発見したことを振り返り、伝える。 



 

 

２年生［生活_みんなで行こうよつかおうよ］ 

   

 
 

  

指導計画例 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

●本時で活用する資料 

地下鉄に乗ってでかけよう 

  
 

 

 

交通と地球温暖化 シロクマたちをたすけよう 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：仙台市交通と環境に関する教材を使ってみましょう 学習の進め方と教材活用事例 




